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目的　 たて糸とよこ糸の色が異なる織物は、たて 糸とよこ 糸が同色の織物とは違い 、色

糸の組合 わせや組織を変えることによって 、光学的な問題点 が、多く みられると考えられ

る 。そこで 、色測定上および 、色測定の条件を変えるこ とによって色差がみられるので 、

その原因を光学的に解明することを目 的としている。

方法　 無彩色のw  < 白 ）、ＢＬ（ 黒 ）、有彩色のＹ（ 黄系 ）,   B   （ 青系 ）,   R  （ 赤系 ）

Ｇ（ 緑系 ）, 計６ 色の織糸をたて糸・ よこ糸とし た。今回は 、織糸の太さを一定とし 、組

織および 織糸の色の組み合わせを変えても、糸密度はほぼ2  5 ×２０本／cm- 定にした毛

織物を試験布とした 。測色条件の違いとしては、試料台上の試験布の方向を変えて測色を

行ない、色差を求めた 。また、その色差を説明するために 、織物表面光反射特性を垂直偏

光と平行偏光で測定し 、検討した 。

結果　1  . たて糸とよこ 糸の浮きの差が大きい織物は、測色時の試料台上に試験布を置

く方向を変えるこ とによって、色差がみられる 。2  . 明度は、たて糸とよこ 糸の色の組合
－

わせが同じ時は 、組織および光の入射方向が違っても、明度と光学測定の全反射エネルギ

ーとは対応する 。し かし 、たて糸とよこ糸の色がそれぞれ異なる織物の色測定では 、組織

によっては 、明度と全反射エネル ギーとは一義的に対応しない。3  . 浮きが大きい織物で

は 、色測定時に浮きの間に入り込む光の拡散が、色測定結果に大きく 影響し 、表面一次反

射光と拡散反射光の割合の違いで 色差が出る。
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に 関 す る 布 の 表 面 特 性 の 評 価

教 育　　 鋤 柄 佐 千 子

目 的：　我 々が 布 に 触 れ た時 の･接 触 感 は、 「 ち く ち く 」、 「 な め ら か 」、 「 ざ らざ ら 」 等

布 に よ っ て う け る 刺 激 の 種 類、 強 さ は 異 なり 非 常 に 複 雑 で あ る。 本 研 究 は、 布 の 肌 触り を

評 価 す る 上 で ま ず そ の 表 面 特 性 に 着目 し、 布 の 表 面 形 状、 摩 擦 特 性 と 布 と 皮 膚 と の接 触 に

よ っ て 得 ら れ た 感 覚 に 基 づ く 主 観 評 価と の 関 係を 調 べ る。

方 法：　官 能 検 査 に よ り 皮 膚 に 対 す る 刺 激 の 比 較｡的 は っ き りし た試 料 を 選び 出 し た。 す な

わ ち、 繊 維 が 肌 につ き さ す よ う な 感じ を 与 え る 羊毛 の 混 紡 織 物、 非 常 に な め ら か で あ る と

評 価 さ れ たポ リ エ ス テ ル の ラ ン ジ ェ リ ー 用 布 と ベ ル ベッ ト、 ざ ら ざ ら す る と評 価 さ れ たガ

ラ ス 繊 維 の 平 織り 布、 さ ら に パ ン ティ ー スト ッ キ ン グで あ る。KES シ ス テ ム に より、 こ れ ら

の 試 科 の 表 面 粗さ（S ≪D ) 、 平 均 摩 擦 係数 を 測 定 す る。 次 に、 平 板の 接 触子 と 布 間 の 動 摩 擦

係 数 に 及 ぼ す 圧 縮 荷 重、 接 触子 を 走 査さ せ る 速 度、 方 向 の 影 響 を 調 べ る。 こ の 際、 布 は 平

板 に 対 し て 柔 ら か い た め 摩 擦 力 の 大 小 は 布 の せ ん 断、 圧 縮 変 形 に よ っ て 生 じ る 摩 擦力 の 変

化 に 依 存 す るこ と が 考 え ら れ る た め、 布 の 圧 縮、 せ ん 断 特 性 に つ い て も 調 べる。 得ら れ た

特 性 値と そ れぞ れ の 試 料 に つ き主 観的 に 評 価 さ れ た 表 面 特 性 と の 関 係 を 考 察 す る。

結 果： 「 な め ら か さ 」に 通 じ る 触 感 は 平 均 摩 擦 係 数 の 大 き さ の みで 評 価 する こ とは 困 難

で あ り、 接 触 子 が 布 上 を 進 む 際 に 接 触 部 で の 布 の 変 形し や す さ を 考 慮 する 必要 が あ る。 試

料 の 表 面 粗 さ（SMD  ） は 「 ざ ら ざ ら 」し た皮 膚 の 刺 激を 評 価 す る １ つ の 特 性 値 とな り え るこ

と が’示 さ れ た。
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